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（単位：千円）

当初予算　

　＜一般会計・特別会計＞

２４，１３９，６００一般会計

５，７４９，０７６国民健康保険特別会計

８，７４６，８７９老人保健医療特別会計

３０８，９２２特別養護老人ホーム事業特別会計

５３２，３１０公共下水道事業特別会計

４４，６３１農業集落排水事業特別会計

２８６，２９８国民宿舎事業特別会計

１６５，７６３国民保養センター及び老人休養ホーム事業特別会計

５，６６５温泉給湯事業特別会計

当初予算　

１０，５３３公衆浴場事業特別会計

６８２飲料水供給施設特別会計

９，１６４住宅新築資金等貸付事業特別会計

４，１６６，３９４介護保険特別会計

４４，１６５，９１７計

　＜公営企業会計＞

３８０，９５３国民健康保険病院事業会計

７６３，８２１水道事業会計

１，１４４，７７４計

４５，３１０，６９１合　　　　　計

　平成１８年度予算は、所管ごとに各常任委員会に付託され、その内容につい

て慎重に審議を行いました。結果は本会議において各委員長より報告があ

り、質疑の後、討論をおこない、採決により原案どおり可決しました。

〈１８年度一般会計・特別会計・公営企業会計〉

〈市債残高・財政調整基金残高の推移〉

賛
成
討
論

・市民税・地方交付税の確保に努めることは、当然されるべきことである。

・前年度比８.８％（２３億円）の減額予算で努力が見られる。

・合併前の旧町が実施していた継続事業を優先した厳しい予算状況も理解できる。

・行政改革大綱に基づき、市民に分かりやすい形で改革を推進させる方が建設的で

ある。

・市民サービスに必要な予算となっている。

主 な も の 〉

※財政調整基金とは…突発的な災害や緊急を要す
る経費に備えるために設置される基金です。

平成１８年度当初予算を可決
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反
対
討
論

・歳入１５％を占める市民税（３６億１,３００万円）の確保を図れるのか。

・地方交付税を確保できるのか。

・３月現在、基金残高が３億円余りで、予算規模としては無いに等しいが、持続可

能な自治体運営ができるか。

・義務的経費など内部の削減努力が足りない。

・市長・議長の交際費・食糧費・姉妹都市との交流費の削減を図るべき。

・４地域の類似施設について、十分な検討がなされたのか。

〈１８年度予算のポイント〉
☆一般会計は対前年度比８.８％減
　減額　２３億２,５８７万円
内訳
・技術的経費　１３億９,６８２万円減
（うち普通建設事業費　１０億１,５７４万円減）
・扶助費　２億６４万円増
・物件費　１億８０４万円減
・公債費　１億７,２７９万円増
・補償費等　７億７,１３０万円減

☆予算の性質別経費
・人件費　１９.２％
・扶助費　１２.９％　  義務的経費
・公債費　１５.８％

・物件費　１２.０％
・普通建設事業費　２５.２％　　　 補助分１１.７％

　　　　　　　　　　　　　　　単独分１３.５％

〈一般会計〉
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）

一 般 会 計　２４１億３，９６０万円
特 別 会 計　２００億２，６３１万円
公営企業会計　 １１億４，４７７万円

予算
規模

〈 討 論 の

日置市の均衡ある発展を願い
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３３月定例会の審月定例会の審議・採決議・採決結結果果
結　果件　　　　名
原案可決・平成１７年度日置市老人保健医療特別会計補正予算（第２号）

原案可決・平成１７年度日置市特別養護老人ホーム事業特別会計
補正予算（第４号）

原案可決・平成１７年度日置市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）

原案可決・平成１７年度日置市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

原案可決・平成１７年度日置市国民宿舎事業特別会計補正予算（第３号）

原案可決・平成１７年度日置市国民保養センター及び老人休養
ホーム事業特別会計補正予算（第４号）

原案可決・平成１７年度日置市温泉給湯事業特別会計補正予算（第１号）

原案可決・平成１７年度日置市公衆浴場事業特別会計補正予算（第１号）

原案可決・平成１７年度日置市住宅新築資金等貸付事業特別会計
補正予算（第１号）

原案可決・平成１７年度日置市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）

原案可決・平成１７年度日置市介護保険特別会計補正予算（第３号）

原案可決・平成１７年度日置市立国民健康保険病院事業会計補正
予算（第３号）

原案可決・平成１７年度日置市水道事業会計補正予算（第４号）

原案可決・平成１８年度日置市一般会計予算

原案可決・平成１８年度日置市国民健康保険特別会計予算

原案可決・平成１８年度日置市老人保健医療特別会計予算

原案可決・平成１８年日置市特別養護老人ホーム事業特別会計予算

原案可決・平成１８年度日置市公共下水道事業特別会計予算

原案可決・平成１８年度日置市農業集落排水事業特別会計予算

原案可決・平成１８年度日置市国民宿舎事業特別会計予算

原案可決・平成１８年度日置市国民保養センター及び老人休養
ホーム事業特別会計予算

原案可決・平成１８年度日置市温泉給湯事業特別会計予算

原案可決・平成１８年度日置市公衆浴場事業特別会計予算

原案可決・平成１８年度日置市飲料水供給施設特別会計予算

原案可決・平成１８年度日置市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

原案可決・平成１８年度日置市介護保険特別会計予算

原案可決・平成１８年度日置市立国民健康保険病院事業会計予算

原案可決・平成１８年度日置市水道事業会計予算

原案可決・日置市議会議員の報酬月額の特例に関する条例の制定について

可決・伊集院中学校屋内運動場建築工事請負契約の締結について

原案可決・薩南衛生処理組合規約の変更に関する協議について

原案可決・日置市長の給与の特例に関する条例の一部改正について

原案可決・日置市長等の給与の特例に関する条例の制定について

原案可決・日置市職員の給与に関する条例の一部改正について

原案可決・日置市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

原案可決・日置市特別会計条例の一部改正について

原案可決・日置市重度心身障害者医療費助成条例の一部改正について

原案可決・日置市介護保険条例の一部改正について

原案可決・日置市東市来都市計画事業湯之元第一地区土地区画
整理事業施行に関する条例及び日置市伊集院都市計
画事業徳重土地区画整理事業施行に関する条例の一
部改正について

原案可決・日置市手数料徴収条例の一部改正について

原案可決・日置市民病院診療費等の費用徴収条例の一部改正について

原案可決・平成１７年度日置市一般会計補正予算（第１０号）

原案可決・次期定数改善計画の実施と義務教育費国庫負担制度
の堅持に関する意見書

原案可決・道路整備の促進及び道路財源の確保等に関する意見書

原案可決・公共工事不正再発防止等調査特別委員会報告

結　果件　　　　名
原案可決・人権擁護委員の候補者の推薦につき議会の意見を求

めることについて

原案可決・人権擁護委員の候補者の推薦につき議会の意見を求
めることについて

原案可決・鹿児島県市町村自治会館管理組合を組織する地方公
共団体の数の減少に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する
地方公共団体の数の増加及び鹿児島県市町村議会議員公
務災害補償等組合規約の変更に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村職員退職手当組合を組織する地方公
共団体の数の増加及び鹿児島県市町村職員退職手当
組合規約の変更に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共
団体の数の減少及び鹿児島県市町村職員退職手当組合
規約の変更に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村職員退職手当組合の財産処分に関す
る協議について

原案可決・鹿児島県市町村非常勤職員公務災害補償等組合を組織す
る地方公共団体の数の増加及び鹿児島県市町村非常勤職
員公務災害補償等組合規約の変更に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村非常勤職員公務災害補償等組合を組織す
る地方公共団体の数の減少及び鹿児島県市町村非常勤職
員公務災害補償等組合規約の変更に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村非常勤職員公務災害補償等組合の財
産処分について

原案可決・辺地に係る総合整備計画について

原案可決・第１次日置市総合計画基本構想について

原案可決・日置市国民保護協議会条例の制定について

原案可決・日置市国民保護対策本部及び緊急対処事態対策本部
条例の制定について

原案可決・日置市ひとり親家庭等医療費助成条例の制定について

原案可決・日置市障害者自立支援審査会の委員の定数等を定め
る条例の制定について

原案可決・日置市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関
する条例の制定について

原案可決・日置市健康交流館ゆーぷる吹上条例等の一部改正について

原案可決・日置市東市来総合福祉センター条例等の一部改正について

原案可決・日置市伊集院都市農村交流施設チェスト館条例等の
一部改正について

原案可決・日置市文化施設条例及び日置市東市来運動公園運動
施設条例の一部改正について

原案可決・日置市情報公開条例の一部改正について

原案可決・日置市個人情報保護条例の一部改正について

原案可決・日置市報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

原案可決・日置市行政嘱託員条例の一部改正について

原案可決・日置市職員の特殊勤務手当に関する一部改正について

原案可決・日置市職員等の旅費に関する条例の一部改正について

原案可決・日置市人材育成研修基金条例の一部改正について

原案可決・日置市防災会議条例及び日置市消防委員会条例の一
部改正について

原案可決・日置市手数料徴収条例の一部改正について

原案可決・日置市一般住宅条例の一部改正について

原案可決・日置市乳幼児医療費助成条例の一部改正について

原案可決・日置市立図書館条例の一部改正について

原案可決・日置市水道事業の設置等に関する条例の一部改正等について

原案可決・日置市伊集院地域遺児等修学福祉手当支給条例及び日置市
伊集院地域重度心身障害者福祉手当条例の廃止について

原案可決・平成１７年度日置市一般会計補正予算（第９号）

原案可決・平成１７年度日置市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

意　見　書陳　　　情請　　　願

道路整備の促進及び道路財源の確保等に関す
る意見
・意見書　原案可決
・送付先　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣
　　　　　国土交通大臣　
　　　　　金融・経済財政担当大臣
　　　　　規制改革産業再生担当大臣

日置市老人はり、きゅう等施術費助成条例の一
部改正を求める陳情　→　継続審査
・陳情者　日置市鍼灸マッサージ師会
　　　　　　　　　会長　浅井　良一
　　　　　いちき串木野・日置地区鍼灸会
　　　　　　　　　会長　柿内　孝夫
・付　託　環境福祉常任委員会

次期定数改善計画の実施と義務教育費国庫負担金制度の
堅持に関する請願　→　採択
・請 願 者　日置市日吉町日置１４４６－３　山下　博司
・紹介議員　坂口　洋之
・付　　託　教育文化常任委員会
・意 見 書　原案可決
・送 付 先　内閣総理大臣　文部科学大臣　財務大臣
　　　　　　総務大臣　参議院議長　衆議院議長
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１４

３
９
１
０
万
円
、
繰
入
金　

億
９
９
０

１９

０
万
円
、
市
債　

億
３
９
８
０
万
円
は

３６

　

件
の
事
業
債
で
あ
る
。

３８
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
議
会
費
２
億
２

４
５
７
万
円
、
総
務
一
般
管
理
費
５
億

９
２
６
６
万
円
。
財
政
管
理
費
の
１
億

８
１
１
万
円
は
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
開

発
費
な
ど
。
会
計
管
理
費
１
億
１
１
４

６
万
円
、
財
産
管
理
費
１
億
１
４
７
２

万
円
。
企
画
費
２
億
４
８
８
万
円
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
委
託
料
な
ど
。
情
報

管
理
費　

億
６
６
０
８
万
円
は
地
域
イ

１０

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
、

電
算
シ
ス
テ
ム
機
器
保
守
委
託
料
な

ど
。
税
務
総
務
費
２
億
７
３
４
４
万

円
、
商
工
費
１
億
８
５
１
７
万
円
。

　

消
防
費
は
常
備
消
防
費
が
６
億
２
３

９
１
万
円
、
非
常
備
消
防
費
９
６
２
６

万
円
、
消
防
施
設
費
３
５
３
３
万
円
。

公
債
費
は
旧
４
町
分
の
償
還
元
利
合
計

が　

億
１
０
０
１
万
円
で
あ
る
。

３８

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

活
用
さ
れ
て
い
な
い
市
有
地
は
維

持
費
も
か
さ
む
の
で
、
払
い
下
げ
を
し

た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
。

答　

現
在
、
確
認
を
し
て
い
る
。
区
画

整
理
事
業
の
中
に
も
そ
の
よ
う
な
土
地

が
あ
り
、
処
分
し
て
い
き
た
い
。

問　

契
約
シ
ス
テ
ム
、
電
子
入
札
シ
ス

テ
ム
を
予
算
計
上
し
て
あ
る
が
。

答　

契
約
管
理
・
業
者
管
理
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
、
指
名
委
員
会
や
契
約
締

結
に
必
要
な
書
類
が
で
き
る
。
電
子
入

札
は
県
が
進
め
て
お
り
、
事
務
改
善
に

つ
な
が
る
。　

年
度
運
用
実
施
。

２０

問　

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備

事
業
の
内
容
は
。

答　

市
内　

の
公
共
施
設
を
光
ケ
ー
ブ

９５

ル
で
接
続
す
る
。　

ヵ
所
の
地
区
公
民

２０

館
な
ど
で
住
民
票
や
印
鑑
証
明
等
が
発

行
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
議
会

中
継
も
で
き
る
。
本
庁
に
は
自
動
交
付

機
を
設
置
し
、
土
日
祝
日
や
夜
間
に
も

証
明
書
等
の
発
行
を
す
る
な
ど
、
広
範

な
活
用
を
考
え
て
い
る
。

問　

住
民
税
が　

％
に
統
一
さ
れ
る

１０

が
、
本
市
に
影
響
は
あ
る
か
。

答　

国
会
で
審
議
中
だ
が
、
本
市
は
中

間
層
が
多
く
影
響
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

��
��
��
��
���

��
��
�

日置市地域イントラネット基盤施設整備事業のイメージ図
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★
平
成　

年
度
補
正
予
算

１７

　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

民
生
費
８
１
４
４
万
３
千
円
減
は
身

体
・
知
的
障
害
者
等
の
扶
助
費
、
保
育

所
運
営
の
執
行
残
な
ど
。
環
境
衛
生
費

２
６
８
４
万
４
千
円
減
は
浄
化
槽
設
置

基
数
の
見
込
み
減
な
ど
。
老
人
保
健
繰

出
金
５
億
３
４
６
５
万
３
千
円
は
医
療

費
見
込
み
増
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

し
尿
処
理
問
題
の
そ
の
後
は
。

答　

海
洋
投
棄
に
係
る
伊
集
院
・
日
吉

分
は
、
他
組
合
等
と
話
し
合
い
検
討

中
。

問　

浄
化
槽
設
置
数
の
大
幅
な
減
は
。

答　

昨
年
実
績
見
込
み
の
半
分
の
申
し

込
み
だ
っ
た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

１
８
８
万
７
千
円
の
増
。
医
療
費
増

加
に
伴
い
、
さ
ら
に
疾
病
予
防
の
推
進

を
図
ら
れ
た
い
と
の
意
見
。

　

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

　

２
億
１
９
０
８
万
４
千
円
の
増
で
、

医
療
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
。「
予
算

計
上
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
、
危
機
意
識
の

強
化
を
」
と
の
意
見
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

　

７
３
３
万
５
千
円
の
増
で
、
施
設
給

付
費
等
の
法
改
正
に
よ
る
も
の
。

　

温
泉
給
湯
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　

万
円
減
で
、
温
泉
使
用
料
の
見
込

１０
み
減
に
よ
る
も
の
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

８
１
３
２
万
５
千
円
増
で
、
居
宅
、

施
設
介
護
給
付
費
の
見
込
み
増
の
た

め
。

　

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算

　

補
正
額
は
２
５
４
万
７
千
円
の
増

で
、
患
者
輸
送
車
、
階
段
昇
降
機
の
購

入
費
。

 

★
平
成　

年
度
当
初
予
算

１８

　

一
般
会
計
予
算

　

民
生
費　

億
８
１
６
０
万
円
の
主
な

４９

事
業
は
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
介
護
予

防
、
生
き
が
い
活
動
支
援
、
日
吉
福
祉

セ
ン
タ
ー
送
水
管
工
事
、
健
康
交
流
施

設
費
、
休
日
保
育
事
業
、
ゆ
の
も
と
保

育
所
建
設
、
生
活
保
護
、
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
費
な
ど
で
あ
る
。

　

衛
生
費　

億
９
７
９
７
万
円
の
主
な

２７

事
業
は
各
種
健
康
診
査
、
浄
化
槽
設

置
、
塵
芥
・
し
尿
処
理
事
業
や
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
な
ど
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

ウ
ミ
ガ
メ
監
視
委
託
の
一
本
化

は
。

答　

協
議
・
検
討
し
、
ふ
化
放
流
を
さ

ら
に
広
め
、
環
境
教
育
に
役
立
て
た

い
。

問　

健
康
交
流
施
設
「
ゆ
す
い
ん
」
委

託
料
な
ど
の
見
直
し
は
。

答　

執
行
に
あ
た
っ
て
は
精
査
し
行

う
。

問　

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
処
理
量
、
修
繕
費
は
計
画
通
り
か
。

答　
　

年
計
画
の
う
ち
、
修
繕
料
は
下

２０

回
る
。
搬
入
量
は
増
え
、
廃
プ
ラ
は
全

体
の
３
％
で
あ
る
。

問　

各
種
検
診
の
受
診
率
の
見
込
み

は
。

答　

対
象
の　

〜　

％
の
見
込
み
。

７０

８０

 

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

　

国
民
宿
舎
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
６
２
９

万
８
千
円
に
な
っ
た
。
歳
入
の
主
な
も

の
は
事
業
収
入
で
、
歳
出
の
主
な
も
の

は
経
営
費
用
で
あ
る
。

　

国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
及
び
老
人
休
養

ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
５
７
６

万
円
と
な
っ
た
。
歳
入
の
主
な
も
の
は

事
業
収
入
で
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
は
１
５
０
０
万
円
。
歳
出
の
主
な
も

の
は
経
営
費
用
で
あ
る
。

★
総
務
企
画
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調

査
（
報
告
）

調
査
の
期
日

　
　

平
成　

年
２
月　

日
（
月
曜
日
）

１８

１３

調
査
の
目
的

　
　

所
管
に
か
か
る
個
人
情
報
保
護
、

情
報
公
開
制
度
等
に
つ
い
て

調
査
事
項　
　

　

・
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
行
政

及
び
行
政
情
報
に
対
す
る
議
会
の

監
視
の
あ
り
方

　

・
情
報
公
開
制
度
の
要
点
と
議
会
の

対
応

元気いきいき貯筋塾（伊集院地域）
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交
付
金
で
急
傾
斜
２
万
１
千
円
、
緩
傾

斜
８
千
円
が
８
割
負
担
に
な
っ
た
為
に

減
額
。
農
地
費
で
日
吉
地
域
の
か
ん
が

い
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
地
元
協
議
が

必
要
な
た
め
減
額
で
あ
る
。

　

土
木
費
に
関
わ
る
補
正
予
算
は
１
億

２
８
０
５
万
２
千
円
の
減
額
補
正
で
あ

る
。
主
な
も
の
は
、
地
方
道
路
整
備
臨

時
交
付
金
事
業
の
工
事
請
負
費
は
補
償

金
へ
の
組
替
の
た
め
減
額
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

東
市
来
美
山
パ
ー
キ
ン
グ
の
見
直

し
と
、
イ
ン
タ
ー
計
画
は
。

答　

旧
東
市
来
で
パ
ー
キ
ン
グ
の
奥
を

埋
め
る
計
画
が
あ
っ
た
が
、
取
り
や
め

に
な
り
土
地
は
地
権
者
に
返
す
こ
と
に

な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
ハ
ー

フ
イ
ン
タ
ー
を
作
る
計
画
で
あ
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
５
１
万
８
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
は
５
億
２
９

８
２
万
５
千
円
で
あ
る
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

今
回
の
補
正
で
１
２
８
万
１
千
円
を

減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
４
５
３
７
万

円
で
あ
る
。

★
平
成　

年
度
当
初
予
算

１８

　

一
般
会
計
予
算

　

農
林
水
産
業
費
に
関
わ
る
予
算
は　
１５

億
２
１
４
２
万
４
千
円
で
前
年
度
比
１

億
１
４
９
７
万
円
の
増
額
で
あ
る
。

　

農
業
振
興
費
で
は
、
新
規
就
農
支
援

事
業
、
中
山
間
直
接
支
払
事
業
、
施
設

園
芸
に
対
す
る
補
助
、
中
期
天
張
型
ハ

ウ
ス
設
置
、
茶
乗
用
型
中
刈
機
の
導

入
、
茶
防
霜
フ
ァ
ン
整
備
、
産
業
無
人

ヘ
リ
等
で
あ
る
。
農
地
費
で
は
、
上
神

殿
の
元
気
な
地
域
づ
く
り
事
業
、
県
単

農
業
農
村
整
備
事
業
の
３
地
区
、
農
道

等
の
維
持
補
修
等
で
あ
る
。
林
業
費
で

は
、
有
害
鳥
獣
駆
除
や
県
単
補
助
治
山

事
業
、
松
く
い
虫
駆
除
等
で
あ
る
。

　

土
木
費
に
関
わ
る
予
算
は
、　

億
７

４０

０
９
万
６
千
円
で
前
年
度
比
３
億
６
９

８
０
万
７
千
円
の
減
額
で
あ
る
。
道
路

維
持
費
の
道
路
愛
護
作
業
報
償
費
で
均

等
割
が
５
千
円
で
２
７
２
自
治
会
分
と

１
ｍ
あ
た
り　

円
で
あ
る
。
工
事
請
負

１０

費
は
、
地
方
道
路
交
付
金
事
業
で
４
路

線
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
で
２
路

線
、
道
整
備
交
付
金
で
３
路
線
、
単
独

事
業
の
一
般
道
路
整
備
で
は
９
路
線
と

小
工
事
、
過
疎
対
策
事
業
で
６
路
線
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

億
４
９
０
７

５７

万
６
千
円
。
国
保
被
保
険
者
数
は
１
万

２
４
５
６
世
帯
、
２
万
１
２
５
１
人
。

老
人
保
健
へ
移
行
す
る
年
齢
の
改
正
に

よ
っ
て
、　

年　

月
ま
で
医
療
費
を
圧

１９

１０

迫
し
、
基
金
を
１
億
７
９
０
０
万
円
取

り
崩
し
た
。
基
金
残
高
が
１
億
円
を
切

り
、
国
保
税
率
改
定
も
必
至
の
状
況
で

あ
る
。

　

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

億
４
６
８
７

８７

万
９
千
円
。
歳
出
の　

％
は
医
療
費

９８

で
、
対
象
者
は
９
２
８
９
人
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
の
状
況
は
。

答　
　

年
度
は
伊
集
院　

万
５
千
円
、

１６

９５

日
吉　

万
９
千
円
、
東
市
来　

万
３
千

９２

９０

円
、
吹
上　

万
６
千
円
で
、
日
置
地
区

８５

は
高
い
ほ
う
で
あ
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会

計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
８
９
２
万

２
千
円
。
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
者　
８０

人
が
入
所
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ　

床
。

１２

　

温
泉
給
湯
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
６
６
万
５
千

円
で
、
泉
源
電
気
使
用
料
等
が
主
な
歳

出
で
、
給
湯
先
７
軒
の
有
償
使
用
料
が

主
な
歳
入
で
あ
る
。

　

公
衆
浴
場
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
５
３
万
３

千
円
。
浴
場
使
用
料
が
主
な
歳
入
。

　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
１
６
万
４
千

円
。
ふ
れ
あ
い
館
（
隣
保
館
）
事
業
廃

止
で
、
今
後
所
管
が
変
更
さ
れ
る
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

億
６
６
３
９

４１

万
４
千
円
。
各
種
介
護
給
付
に
加
え
、

介
護
予
防
お
よ
び
包
括
支
援
事
業
の
開

始
。
保
険
料
も
基
準
月
額
３
９
８
０
円

に
改
正
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
予
算

　

収
入
支
出
総
額
３
億
８
０
９
５
万
３

千
円
。
収
入
は
医
業
収
益
等
で
、
支
出

は
人
件
費
が　

％
の
見
込
み
計
上
。

７４

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

起
債
償
還
と
今
後
の
検
討
は
。

答　
　

年
度
で
終
了
。
あ
り
方
検
討
委

２０

員
会
で
運
営
・
廃
止
も
含
め
検
討
す
る
。

★
平
成　

年
度
補
正
予
算

１７

　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

農
林
水
産
業
費
に
関
わ
る
補
正
予
算

は
１
億
３
７
６
万
１
千
円
の
減
額
。
主

な
も
の
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

伊集院終末処理場の中央監視室
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半
島
振
興
道
路
事
業
で
２
路
線
、
辺
地

対
策
事
業
２
路
線
で
あ
る
。
都
市
計
画

の
工
事
請
負
費
は
湯
之
元
第
一
地
区
と

徳
重
地
区
の
道
路
築
造
工
事
や
整
地
工

事
等
で
あ
る
。
建
物
等
移
転
補
修
費
が

湯
之
元
地
区
が　

件
、
徳
重
地
区
が　

２６

２６

件
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

小
規
模
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
設
置
事
業

の
補
助
率
は
。

答　

補
助
率
は　

％
、
１
棟
１
０
０

５０

�
、
支
所
あ
た
り
３
棟
ず
つ
で
１
軒　
２５

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

農
地
災
害
で　

万
円
以
上
の
も
の

４０

は
国
の
補
助
が
あ
る
が
、　

万
円
未
満

４０

に
は
補
助
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

農
地
災
害
に
つ
い
て
は　

万
円
以

４０

上
と
、
５
万
円
か
ら　

万
円
の
農
業
施

１３

設
災
害
に
つ
い
て
は
補
助
金
で
対
応
し

て
い
る
。

問　

道
路
愛
護
作
業
は
年
２
回
支
給
さ

れ
て
い
た
が
。

答　

今
後
は
年
１
回
と
な
る
。
均
等
割

５
千
円
と
作
業
実
績
１
ｍ
あ
た
り　

円
１０

で
支
給
す
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　

現
在
の
整
備
率
は　

％
で
あ
る
。
歳

８３

入
歳
出
５
億
３
２
３
１
万
円
で
あ
る
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

　

吹
上
永
吉
地
区
で
加
入
件
数
２
８
３

件
。
歳
入
歳
出
４
４
６
３
万
で
あ
る
。

　

飲
料
水
供
給
施
設
特
別
会
計
予
算

　

久
木
野
々
地
区　

戸
の
給
水
事
業
で

１８

予
算
は　

万
２
千
円
で
あ
る
。

６８

　

水
道
事
業
会
計
予
算

　

今
年
度
か
ら
日
置
市
を
一
本
化
し
た

水
道
事
業
で
、
予
算
は
７
億
６
３
８
２

万
１
千
円
で
あ
る
。

★
産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調

査
（
報
告
）

調
査
の
期
日

　
　

平
成　

年
１
月　

日
（
水
曜
日
）

１８

２５

調
査
の
目
的　

　
　
　

年
度
所
管
に
か
か
る
事
業
の
実

１７施
の
進
捗
状
況
と
次
年
度
へ
の
事

業
継
続
に
つ
い
て

調
査
事
項　
　

（
伊
集
院
地
域
）

　
　

朝
日
ヶ
丘
大
学
通
り
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業　

下
水
処
理
場　

野

田
地
区
県
営
補
助
治
山
事
業　

上

神
殿
辺
地
対
策
事
業　

釜
蓋
地
区

元
気
な
地
域
づ
く
り
事
業

　
（
東
市
来
地
域
）

　
　

田
代
地
区
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整

備
事
業　

多
段
式
サ
ー
モ
・
排
熱

回
収
機
農
業
施
設　

湯
之
元
第
一

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

　
（
日
吉
地
域
）

　
　

県
営
か
ん
が
い
は
排
水
事
業　

笠
ヶ
野
線
地
方
道
路
整
備
臨
時
交

付
金
事
業　

吉
利
北
区
大
豆
選
果

場
農
村
産
地
づ
く
り
交
付
金
事
業

　
（
吹
上
地
域
）

　
　

和
田
・
平
鹿
倉
線
地
方
道
路
整
備

事
業　

永
野
竜
之
瀬
線
辺
地
対
策

事
業　

竜
之
瀬
平
鹿
倉
瀬
線
辺
地

対
策
事
業　

特
殊
地
下
壕
対
策
事

業

★
平
成　

年
度
補
正
予
算

１７

　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

教
育
委
員
会
・
事
務
局
費
３
５
２
万

円
減
、
小
学
校
管
理
・
教
育
振
興
・
建

設
費
１
７
１
５
万
円
減
、
中
学
校
管

理
・
教
育
振
興
・
建
設
費
６
６
４
２
万

円
減
、
幼
稚
園
費
３
３
７
万
円
減
、
社

会
教
育
総
務
・
公
民
館
・
図
書
館
・
社

会
教
育
施
設
費
５
１
１
３
万
円
減
、
保

健
体
育
総
務
・
体
育
施
設
費
５
９
９
万

湯之元第一地区土地区画整理事業

円
減
、
給
食
セ
ン
タ
ー
費
１
１
１
万
円

減
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

本
市
の
奨
学
資
金
貸
与
の
返
還
状

況
、
未
納
者
へ
の
対
応
、
応
募
状
況
、

選
考
委
員
、
基
準
等
は
ど
う
か
。

答　

未
納
者
は　

名
で
約
６
０
０
万

３２

円
。
督
促
状
、
保
護
者
の
連
絡
、
家
庭

訪
問
等
で
対
処
。　

年
度
は　

名
選

１７

１５

考
。
教
育
関
係
者　

名
で
、
所
得
・
家

１０

庭
事
情
等
を
選
考
基
準
に
し
て
い
る
。

問　

給
食
費
の
滞
納
が
４
０
０
万
円
あ

る
。給
食
の
質
が
変
わ
ら
な
い
理
由
は
。

市
内
統
一
の
徴
収
方
法
は
考
え
な
い
か
。

答　

４
０
０
万
円
は　

〜　

年
の
累
積

１１

１６

で
、
毎
年
入
札
し
て
お
り
献
立
に
影
響

せ
ず
、
質
は
落
ち
て
い
な
い
。
伊
集
院

の
み
口
座
振
込
だ
が
統
一
は
し
な
い
。

問　

東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
問

題
点
、
利
用
者
の
推
移
は
ど
う
か
。

答　

概
ね
好
評
だ
が
、
空
調
や
看
板
設

置
等
の
要
望
が
あ
り
準
備
中
。
自
主
事

業
は
満
員
が
多
く
、
他
も
３
〜
４
０
０

人
く
ら
い
。

問　

ふ
き
あ
げ
図
書
館
の
概
要
と
年
間

の
利
用
見
込
み
は
。

答　

５
月　

日
開
館
予
定
。
蔵
書
は
当

１１

初
３
万
２
千
冊
で
、
５
万
冊
が
目
標
。

児
童
図
書
数
４
割
。
年
間
１
万
人
の
利

用
を
目
指
す
。 

教
育
文
化
常
任
委
員
会
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★
平
成　

年
度
当
初
予
算

１８

　

一
般
会
計
予
算

　

教
育
委
員
会
・
事
務
局
費
２
億
９
３

９
９
万
円
、
小
学
校
管
理
・
教
育
振
興
・

建
設
費
６
億
１
９
９
２
万
円
、
中
学
校

管
理
・
教
育
振
興
・
建
設
費
２
億
９
３

３
９
万
円
、
幼
稚
園
費
８
１
４
３
万

円
、
社
会
教
育
総
務
・
公
民
館
・
図
書

館
・
文
化
振
興
・
文
化
財
費
６
億
１
４

７
０
万
円
、
保
健
体
育
総
務
・
体
育
施

設
費
８
億
１
５
４
１
万
円
、
給
食
セ
ン

タ
ー
費
１
億
１
３
９
９
万
円
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

市
に
な
っ
て
１
回
目
の
成
人
式
の

反
省
点
は
。
参
加
呼
び
か
け
の
方
法
を

も
う
少
し
検
討
す
べ
き
で
は
。

答　

関
係
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
実
行
委
員
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

か
、
入
場
制
限
の
意
見
も
。
中
学
の
同

窓
会
活
用
や
地
区
公
民
館
の
中
で
も
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

問　

妙
円
寺
詣
り
フ
ェ
ス
タ
は
行
政
が

携
わ
っ
て
い
る
の
か
。
参
加
者
の
流
れ

を
ど
う
見
て
、
市
外
か
ら
の
声
は
ど
う

か
。

答　

行
政
は
携
わ
っ
て
い
な
い
。
土
日

は
学
校
の
引
率
が
難
し
い
が
、
２
日
間

の
普
及
に
努
め
る
。
苦
情
等
は
な
い
。

変
更
の
予
定
は
な
い
。

問　

東
市
来
の
Ｂ
＆
Ｇ
の
状
況
は
。

も
っ
と
広
報
Ｐ
Ｒ
し
て
欲
し
い
が
、
黒

字
か
。
ま
だ
入
館
の
余
地
は
あ
る
の

か
。

答　
　

年
に
温
水
化
と
歩
行
浴
の
工
事

１５

を
し
た
の
で
入
館
者
は
増
加
中
。
健
康

教
室
へ
の
参
加
呼
び
か
け
等
、
活
動
を

よ
り
充
実
し
た
い
。
数
字
の
み
な
ら
赤

字
だ
が
、
整
備
を
行
え
ば
ま
だ
３
割
位

は
伸
ば
せ
る
。

問　

東
市
来
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業

の
弓
道
場
は
、
ど
こ
に
い
つ
頃
完
成
予

定
か
。
市
内
の
弓
道
の
競
技
人
口
は
い

く
ら
か
。
ま
た
、
投
資
効
果
は
ど
う

か
。

答　

運
動
公
園
東
側
に　

年
２
〜
３
月

１９

完
成
予
定
。
年
間
で
伊
集
院
３
５
０
０

人
、
日
吉
４
０
０
０
人
、
吹
上
１
２
０

０
人
利
用
。
東
市
来
は
部
員　

名
だ

２３

が
、
月
々
の
射
会
、
県
大
会
の
実
施
等
、

利
用
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

問　

吹
上
高
校
活
性
化
対
策
協
議
会
に

関
連
し
、
今
年
の
入
学
状
況
と
今
後
の

対
応
は
ど
う
か
。

答　

３
学
科
と
も
定
員
オ
ー
バ
ー
だ
っ

た
。
状
況
を
見
な
が
ら
慎
重
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問　

南
九
州
美
術
展
の
運
営
内
容
と
方

向
性
を
示
し
て
欲
し
い
。

答　
　

回
の
伝
統
が
あ
る
。
約
１
万
１

５３

千
点
作
品
応
募
が
あ
り
、
今
後
も
継

続
。

問　

学
校
評
議
員
の
配
置
と
そ
の
成
果

は
ど
う
か
。

答　

東
市
来
・
日
吉
は
全
校
、
伊
集
院
・

吹
上
は
一
部
配
置
。
１
校
５
〜
６
人
。

地
域
に
開
か
れ
た
運
営
に
役
立
て
る
。

★
教
育
文
化
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調

査
（
報
告
）

調
査
の
期
日

　
　

平
成　

年
１
月　

日
（
水
曜
日
）

１８

１８

調
査
の
目
的

　
　

小
規
模
校
の
複
式
学
級
と
自
校
方

式
の
給
食
等
の
実
態
と
対
策
等
に

つ
い
て

調
査
事
項　
　

　

・
伊
集
院
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運

営

　

・
日
新
小
学
校
（
日
吉
地
域
）
の
複

式
学
級
授
業
と
自
校
方
式
の
給
食

等

　

・
大
規
模
校
伊
集
院
小
学
校
の
授
業

等

東市来地域の健康づくりの拠点「Ｂ＆Ｇ温水プール」の歩行浴

伊集院小校長の概要説明を受ける教育文化常任委員（上）
と日新小での楽しい給食（下）
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問　

行
政
運
営
に
企
業
感
覚
の
か
ん
養

を
施
し
て
い
る
か
。

答　

い
ま
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

を
的
確
に
把
握
し
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ

ス
を
市
民
に
提
供
し
て
い
く
市
場
感
覚

と
共
に
、
費
用
対
効
果
を
常
に
問
い
直

し
て
い
く
経
営
感
覚
を
行
政
運
営
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

定
員
適
正
化
計
画
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
、
昇
任
試
験
制
度
の
実
施
に

踏
み
き
っ
た
の
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。

問　

管
理
職
昇
任
試
験
制
度
導
入
の
意

義
は
何
か
。

答　

職
員
育
成
の
た
め
の
一
つ
の
方
策

と
し
て　

年
度
か
ら
任
用
試
験
制
度
を

１８

設
け
、
年
功
序
列
に
し
ば
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
や
る
気
と
能
力
の
あ
る
職
員
を

登
用
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
で
職
員
の
意
識
改
革
と
市
役
所
の

活
性
化
、
そ
れ
を
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

ま
た
、
こ
の
試
験
が
単
に
選
抜
だ
け

に
終
わ
ら
ず
管
理
職
と
し
て
常
に
市
政

の
重
要
課
題
を
意
識
す
る
よ
う
、
更
に

自
己
啓
発
の
動
機
づ
け
に
な
る
よ
う
な

試
験
と
し
て
実
施
し
た
い
。

問　

郡
中
央
通
り
線
改
良
工
事
の
進

ち
ょ
く
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

二
期
工
区
の
中
園
住
宅
前
か
ら
徳

酬
重
機
前
ま
で
の
延
長
９
６
０
ｍ
に
つ

い
て
は
、
既
に
国
の
補

助
事
業
認
可
を
得
て
総

予
算　

億
円
で
現
在
、

２５

用
地
先
行
に
て
事
業
を

進
め
て
い
る
。
進
ち
ょ

く
率
は　

・
５
％
。
完

２１

成
目
標
年
度
は
平
成　
２３

年
度
。
こ
の
路
線
は
日

置
市
の
大
動
脈
路
線
と

し
て
位
置
づ
け
て
お

り
、
工
期
が
遅
れ
な
い

よ
う
強
い
決
意
で
予
算

獲
得
に
励
む
。

問　

総
合
計
画
に
あ
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
ど
う
具
体
化
す
る
か
。
体
験

型
修
学
旅
行
の
誘
致
は
考
え
な
い
か
。

答　

吹
上
の
上
与
倉
や
東
市
来
の
尾
木

場
で
稲
作
体
験
な
ど
が
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。　

年
度
に
県
単
独
事
業
を
導
入

１８

し
、
農
村
と
他
産
業
の
連
携
を
図
る
。

修
学
旅
行
は
需
要
を
調
査
し
た
い
。

問　

江
口
浜
荘
や
吹
上
砂
丘
荘
の
充
実

や
利
用
促
進
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　

江
口
浜
荘
は
老
朽
化
で
苦
戦
し
て

い
る
。
客
層
や
素
材
を
検
証
し
、
指
定

管
理
者
制
度
も
含
め
、
観
光
戦
略
を
考

え
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
の
誘

致
で
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

問　

団
塊
世
代
の
定
住
や
長
期
滞
在
の

受
け
入
れ
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

関
東
・
関
西
の
県
人
会
で
ニ
ー
ズ

の
調
査
を
し
た
い
。
医
療
・
福
祉
な
ど

受
入
れ
体
制
の
充
実
が
課
題
と
な
る
。

問　

現
在
の
救
命
救
急
体
制
で
、
搬
送

に
お
け
る
問
題
点
は
何
か
。

答　

到
着
時
間
短
縮
に
は
道
路
網
の
整

備
が
急
が
れ
る
。
救
命
救
急
士
の
養

成
・
増
員
に
力
を
入
れ
た
い
。

一 般 質 問

３月定例会では１８名の議員が登壇し、日置市の未来を見据え質問を行いました。

より良い市政を目指して

畠
中　

實
弘　

議
員

歩道のない郡中央通り線

出
水
賢
太
郎　

議
員

職
員
の
意
識
改
革
と

　

素
材
の
活
用
に
つ
い
て

観
光
資
源
を
活
か
し
た

　
　
　

人
の
誘
致
に
つ
い
て
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問　

１
月　

日
、
野
田
地
区
で
の
説
明

１５

会
の
後
、
変
化
が
見
ら
れ
な
い
か
。

答　

野
田
地
区
の
方
や
、
主
催
者
が
市

役
所
に
来
ら
れ
た
が
、
反
対
を
伝
え

た
。

問　

子
育
て
支
援
、
他
市
町
に
は
出
産

祝
、
ミ
ル
ク
補
助
、
未
熟
児
・
不
妊
検

査
補
助
等
が
あ
る
が
、
わ
が
市
は
。

答　

子
ど
も
子
育
て
応
援
隊
の
設
置
で

　

人
が
児
童
の
虐
待
防
止
や
子
育
て
相

６９談
に
応
じ
る
。
休
日
保
育
事
業
実
施
。

乳
幼
児
医
療
負
担
３
千
円
を
２
千
円

へ
。
保
育
料
３
人
目
は
無
料
。

問　

御
意
見
箱
・
世
論
箱
の
現
状
は
。

市
民
の
声
を
市
政
に
ど
う
生
か
す
か
。

答　

市
内　

ヵ
所
に
設
置
さ
れ
、　

件

１３

２７

あ
っ
た
内
容
は
、
職
員
の
接
客
マ
ナ
ー

が
悪
い
、
行
政
無
線
の
あ
り
方
、
資
源

ゴ
ミ
収
集
の
こ
と
等
、
記
名
の
人
に
は

返
信
。
企
画
課
で
取
扱
っ
て
い
る
。

問　

巡
回
バ
ス
、
６
月
の
一
般
質
問
の

答
弁
が
「　

年
４
月
か
ら
運
行
す
る
」

１８

と
あ
る
が
、
運
行
で
き
る
か
。

答　

本
年
の
予
算
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
事
業
と
し
て
３
２
０
０
万
円
組
ま
れ

て
い
る
。
議
会
で
議
決
さ
れ
た
ら
陸
運

局
と
協
議
し
て
、
８
月
か
ら
「
ゆ
す
い

ん
号
」
を
基
本
に
、
８
路
線
、
１
０
０

円
、
週
１
回
運
行
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

問　

介
護
保
険
が
改
悪
さ
れ
、　

月
か

１０

ら
住
居
費
と
食
費
が
自
己
負
担
に
な

り
、
施
設
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
人
が
全

国
的
に
出
て
い
る
が
、
日
置
市
は
ど
う

か
。

答　

施
設
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
人
は
一

人
も
い
な
い
。
年
金
の
少
な
い
人
に

は
、
免
除
や
補
助
を
し
て
い
る
。
市
内

　

の
施
設
に
５
６
７
人
入
所
し
て
い
る

１１が
、
負
担
増
が
１
５
０
人
、
負
担
減
が

４
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

問　

本
市
の
中
に
は
老
朽
化
し
た
施
設

や
多
額
の
税
金
投
入
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
る
施
設
も
多
い
。
し
か
し
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て

い
る
中
に
は
廃
止
等
の
施
設
は
な
い

が
、
こ
の
事
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
た

の
か
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
で
話
題
に
は
上

が
っ
た
が
、
今
回
は
指
定
管
理
者
制
度

を
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
決
定
し
た
。

問　

ゆ
す
い
ん
は
毎
年
４
千
万
前
後
の

赤
字
が
出
て
い
る
。
多
額
の
赤
字
を
出

し
て
ま
で
存
続
さ
れ
る
必
要
性
は
何

か
。

答　

こ
の
施
設
を
ど
う
し
て
い
け
ば
い

い
の
か
、
戦
略
的
に
い
ろ
ん
な
知
恵
を

頂
い
て
考
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

る
。

問　

江
口
浜
荘
は
施
設
も
古
く
、
多
額

の
税
金
投
入
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
基
本
的
な
方
針
は
。

答　

幅
広
い
角
度
の
違
っ
た
ご
意
見
を

頂
い
て
最
終
的
な
結
論
づ
け
を
し
て
い

く
。

問　

砂
丘
荘
や
ゆ
ー
ぷ
る
吹
上
は
、
地

問　

心
肺
停
止
状
態
か
ら
蘇
生
を
図
る

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

普
及
を
図
る
べ
き
で
は
。

答　

た
く
さ
ん
の
人
が
使
え
る
よ
う
、

救
命
講
習
を
多
く
行
い
た
い
。
年
次
的

に
公
共
施
設
な
ど
に
設
置
し
て
い
く
。

問　

小
中
学
校
で
教
員
志
望
の
学
生
に

よ
る
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
、
授
業
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
。

答　

複
式
学
級
も
多
い
本
市
に
と
っ

て
、
意
義
の
あ
る
ご
提
案
で
あ
る
。
大

学
側
と
も
協
議
し
、　

年
度
に
試
行
で

１８

き
る
よ
う
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

市民の声を生かす提案箱（東市来支所）

ＡＥＤ使用の流れと消防署に設置されているＡＥＤ

坂
口
ル
リ
子　

議
員

漆
島　

政
人　

議
員

場
外
馬
券
売
場
に
つ
い
て

　
　

市
長
の
考
え
を
問
う

公
の
施
設
の

　
　
　
　

あ
り
方
に
つ
い
て
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問　

東
市
来
の
神
之
川
河
口
地
区
に
お

い
て
は
、
梅
雨
時
期
・
台
風
時
な
ど
き

ま
っ
た
よ
う
に
水
害
が
発
生
し
て
い

る
。
現
地
の
水
害
発
生
状
況
か
ら
そ
の

解
決
に
は
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

ポ
ン
プ
の
設
置
も
ひ
と
つ
の
方
法

で
あ
る
が
、
ポ
ン
プ
の
設
置
に
は
大
型

の
取
水
ま
す
・
発
電
機
ス
ペ
ー
ス
・
設

置
後
の
管
理
問
題
も
出
て
く
る
。

　

今
後
、
ポ
ン
プ
の
設
置
に
対
す
る
維

持
管
理
費
の
こ
と
も
含
め
、
浸
水
被
害

の
現
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
ま
た
別

な
簡
易
な
効
果
的
な
方
法
も
な
い
も
の

か
十
分
検
討
し
た
い
。

問　

東
市
来
の
県
養
蚕
試
験
場
跡
地
の

現
在
の
状
況
、
今
後
に
つ
い
て
は
ど
う

な
る
の
か
。

答　

県
は
平
成　

年
度
を
も
っ
て
養
蚕

１７

試
験
場
を
廃
止
す
る
と
の
事
で
あ
る
。

　

跡
地
に
つ
い
て
は
、
今
後
県
と
も
協

議
し
て
い
き
た
い
。

問　

化
成
場
に
対
す
る
悪
臭
対
策
に

は
、
悪
臭
物
質
の
違
い
か
ら
現
在
行
わ

れ
て
い
る
物
質
濃
度
規
制
判
定
法
は

域
や
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
の
誘
致
等
に
取
り
組
み
、
経
常
収

支
的
に
も
黒
字
経
営
で
あ
る
。
ま
た
地

元
温
泉
組
合
等
と
の
関
わ
り
も
大
き

い
。
こ
れ
ら
の
施
設
を
民
間
委
託
す
れ

ば
従
来
の
連
携
体
制
は
こ
わ
れ
、
公
共

施
設
と
し
て
の
必
要
性
が
問
わ
れ
る
と

思
う
が
。

答　

今
ま
で
地
元
と
協
働
し
て
き
た
こ

と
は
踏
襲
し
て
委
託
要
綱
を
作
成
す

る
。

問　

施
設
の
あ
り
方
に
理
念
が
感
じ
ら

れ
な
い
。
危
機
的
財
政
状
況
を
考
え
れ

ば
再
度
施
設
の
中
身
を
精
査
し
、
的
確

な
方
向
づ
け
の
必
要
性
を
感
じ
る
が
。

答　

今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
お
い

て
、
い
ろ
ん
な
人
の
ご
意
見
を
頂
い

て
、
公
の
施
設
の
あ
り
方
を
進
め
て
い

き
た
い
。

マ
ッ
チ
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
化
成
場

の
悪
臭
防
止
対
策
に
は
臭
気
指
数
規
制

の
判
定
方
法
を
導
入
す
べ
き
と
思
う

が
、
市
長
の
見
解
は
。
ま
た
、
日
置
市

の
臭
気
指
数
規
制
導
入
に
対
す
る
県
の

対
応
は
ど
う
な
る
か
。

答　

県
に
お
い
て
も
市
町
村
合
併
に
伴

い
、
規
制
地
域
や
規
制
基
準
の
検
討
を

し
て
い
る
と
の
事
で
、
市
に
お
い
て
も

見
直
し
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　

臭
気
指
数
の
導
入
は
畜
産
農
家
と
の

関
連
も
あ
り
、
規
制
区
域
の
設
定
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
市
に
お
い

て
の
環
境
審
議
会
で
も
慎
重
審
議
し
て

い
き
た
い
。

　

県
の
対
応
で
あ
る
が
、
悪
臭
防
止
法

の
中
で
、
規
制
地
域
・
規
準
を
定
め
る

と
き
は
市
町
村
長
の
要
請
に
基
づ
い

て
、
意
見
を
収
集
し
た
う
え
で
県
が
決

定
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
今
後
県
と

も
十
分
協
議
し
て
い
き
た
い
。

あり方が問われる江口浜荘

谷
口　

正
行　

議
員

浸水被害対策が急がれる神之川河口周辺

問　

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
社
会
・
経

済
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た

め
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
は
緊
急
か

つ
重
要
な
課
題
。
男
女
共
に
非
正
規
雇

用
が
進
む
今
日
、
共
に
働
き
暮
ら
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
は
少
子
化
対
策
に
も

重
な
る
。
縦
割
り
行
政
に
横
串
を
通

し
、
住
民
主
体
の
町
づ
く
り
を
促
す
た

め
に
も
推
進
は
必
要
。
現
況
と
新
年
度

に
む
け
て
基
本
的
考
え
を
伺
う
。

答　

審
議
会
等
委
員
と
市
職
員
の
女
性

割
合
は
、　

％
と　

％
。
速
や
か
に
公

４２

２９

募
委
員
を
含
む
懇
話
会
を
立
ち
上
げ
、

各
種
女
性
団
体
と
も
連
携
を
取
り
な
が

ら
基
本
計
画
を
策
定
。
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
の
目
的
達
成
に
む
け
努
力

す
る
。
ま
た
学
校
・
社
会
教
育
で
も
、

自
己
の
認
識
を
確
か
に
さ
せ
、
人
間
尊

重
・
男
女
平
等
の
精
神
で
豊
か
な
人
間

環
境
づ
く
り
を
指
導
し
て
い
く
。

問　

各
部
課
の
連
携
や
係
等
の
設
置

は
。

答　

庁
内
推
進
委
員
会
を
設
置
。
位
置

付
け
等
は
審
議
し
決
め
て
い
く
。

問　

特
定
事
業
所
で
あ
る
日
置
市
の
、

西
薗　

典
子　

議
員

水
害
対
策
や

　
　

環
境
保
全
に
つ
い
て

日
置
市
の
未
来
づ
く
り
は　

　

男
女
共
に
力
を
合
わ
せ
て
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家
庭
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
実
態
は
。

答　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
法
に
沿
い

育
児
休
業
等
で
両
立
支
援
を
図
る
。
現

在
、
休
業
は
女
性
３
人
。
男
性
職
員
は

配
偶
者
出
産
時
の
介
添
休
暇
を
含
め
、

誰
も
取
っ
て
い
な
い
。

問　

休
業
取
得
へ
の
周
囲
の
理
解
は
十

分
か
。
昇
進
テ
ス
ト
へ
の
影
響
は
。

答　

少
子
化
の
中
、
喜
ば
し
い
事
で
あ

り
、
代
替
の
臨
時
職
員
等
で
対
応
。
テ

ス
ト
は
、
日
頃
の
本
人
の
仕
事
へ
の
取

り
組
み
を
重
視
し
、
休
業
取
得
は
関
係

な
い
。

問　

食
品
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、
食
品

に
農
薬
や
飼
料
添
加
物
の
残
留
基
準

（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
）
が
５
月

　

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
が
対
応
は
。

２９答　

東
市
来
、
日
吉
、
吹
上
地
域
は
、

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
伊
集
院
は
ス
ー

パ
ー
ス
パ
ウ
ダ
ー
で
水
稲
防
除
を
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
も
住
宅
な
ど
は
事
前

連
絡
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
周
辺
作
物

栽
培
者
へ
も
連
絡
を
密
に
し
た
い
。

問　

農
家
へ
の
周
知
は
。

答　

自
治
会
長
や
生
産
部
会
長
を
通
じ

徹
底
し
て
い
く
。
要
綱
も
配
布
す
る
。

問　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
で
担

い
手
農
家
の
確
保
は
で
き
る
か
。

答　

水
稲
、
麦
、
大
豆
、
じ
ゃ
が
い
も
、

甘
し
ょ
等
が
対
象
作
物
と
し
て
明
確
に

示
さ
れ
、
野
菜
、
果
樹
、
花
キ
等
に
つ

い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

甘
し
ょ
は
１
農
家　

ア
ー
ル
以
上
が

５０

対
象
で
、
あ
る
程
度
確
保
で
き
る
。
水

稲
２
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
る
と
限
ら

れ
て
く
る
。
大
豆
は
、
吉
利
北
区
が
対

象
と
な
る
。
農
業
委
員
会
で
の
利
用
権

設
定
の
な
い
面
積
は
、
対
象
外
と
な
る

見
込
み
。
具
体
的
内
容
が
明
確
で
な

く
、
県
か
ら
通
知
が
あ
り
次
第
、
農
家

へ
説
明
を
行
う
。

問　

通
知
後
で
も
対
応
は
充
分
か
。

答　

該
当
は
多
く
な
い
と
考
え
て
い

る
。
実
態
の
把
握
が
必
要
で
あ
る
。

問　

周
回
バ
ス
は
、
特
認
校
通
学
、
遠

距
離
通
学
の
人
も
利
用
で
き
な
い
か
。

答　

平
成　

年
度
よ
り
ゆ
す
い
ん
号
を

１８

基
本
に
、
百
円
バ
ス
と
し
て
、
各
停
留

所
で
乗
降
り
が
で
き
る
。
各
路
線
週
一

回
で
あ
り
、
特
認
校
通
学
、
遠
距
離
通

学
者
が
利
用
で
き
る
か
は
、
現
状
で
は

む
つ
か
し
い
。
利
用
状
況
を
見
な
が
ら

運
行
の
改
善
も
考
え
る
。 ↑

東市来・日吉・吹上で
行われている無人ヘリ
での防除

栫　
　

康
博　

議
員

男女力を合わせて（市役所内）

伊集院で行われている
スーパースパウダーで
の防除
↓

問　

資
源
ご
み
の
収
集
方
法
は
、
本
年

３
月
ま
で
に
コ
ン
テ
ナ
収
集
に
統
一
す

る
こ
と
が
合
併
協
議
で
確
認
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
運
搬
費
が
高
く
な
る
と

い
う
理
由
か
ら
、
伊
集
院
地
域
は
コ
ン

テ
ナ
式
で
、
他
３
地
域
は
袋
式
で
当
分

の
間
継
続
す
る
と
の
こ
と
。

　

袋
式
で
は
、
住
民
の
意
識
向
上
は
図

れ
ず
、
袋
の
中
を
再
確
認
す
る
た
め
の

人
件
費
も
か
か
る
。

　

環
境
の
コ
ス
ト
比
較
は
難
し
い
た

め
、
普
通
は
政
策
よ
り
先
に
出
し
た
り

し
な
い
。
再
資
源
化
・
焼
却
量
を
減
ら

す
・
焼
却
費
の
節
減
な
ど
、
分
別
の
徹

底
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

コ
ス
ト
ば
か
り
で
な
く
、
高
齢
者

や
障
害
者
の
負
担
、
収
集
場
所
等
の
問

題
が
モ
デ
ル
地
区
か
ら
出
さ
れ
た
。

問　

全
市
統
一
の
予
定
を
変
更
す
る
の

に
、
伊
集
院
地
域
だ
け
周
知
し
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。

答　

伊
集
院
地
域
は
変
更
が
な
か
っ
た

た
め
。
広
報
誌
で
全
市
に
周
知
す
る
。

花
木　

千
鶴　

議
員

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

で
担
い
手
農
業
の
確
保
は
で

き
る
の
か

資
源
ご
み
の
収
集
方
法
は

　
　
　
　
　
　

全
市
統
一
を
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問　

合
併
前
か
ら
３
年
か
け
て
統
一
化

を
進
め
て
き
た
は
ず
だ
。
多
く
の
問
題

は
、
実
際
に
や
り
な
が
ら
解
決
策
を
見

出
し
て
い
く
べ
き
だ
。
全
市
統
一
を
図

り
、
全
市
民
一
体
と
な
っ
て
環
境
問
題

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　

法
定
協
議
の
確
認
事
項
を
変
更
す
る

こ
と
は
市
民
の
行
政
不
信
を
生
む
。
問

題
で
は
な
い
か
。

答　

撤
回
で
は
な
い
。
１
〜
２
年
か
け

て
前
向
き
に
検
討
す
る
の
だ
。
ま
だ
、

コ
ス
ト
の
こ
と
や
課
題
が
残
さ
れ
て
い

た
の
で
、
行
政
努
力
と
市
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

伊
集
院　

％
、
日
吉　

％
、
吹
上　

％
。

８９

９７

７５

畑
は
東
市
来　

％
、
伊
集
院　

％
、
日

３６

２０

吉　

％
、
吹
上　

％
で
あ
る
。
畑
地
の

２６

７０

か
ん
が
い
排
水
は
特
に
改
良
が
遅
れ
て

い
る
。
今
後
、
地
域
等
の
要
望
に
よ
り

事
業
を
推
し
進
め
る
。

問　

遊
休
農
地
発
生
の
状
況
と
、
そ
の

解
消
対
策
を
伺
う
。

答　

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
田
畑
合
せ

て
耕
地
面
積
の
５
・
８
％
で
あ
る
。
今

後
、
畑
地
の
ほ
場
整
備
等
で
防
止
に
努

め
る
。

問　

安
全
、
安
心
な
住
環
境
の
整
備
対

策
で
、
県
単
補
助
治
山
事
業
、
公
共
治

山
事
業
の
旧
町
で
の
事
業
実
施
状
況
と

今
後
の
事
業
見
通
し
に
つ
い
て
。

答　
　

年
度
は
伊
集
院
６
件
、
東
市
来

１６

４
件
、
吹
上
３
件
。　

年
度
は
伊
集
院

１７

３
件
、
東
市
来
２
件
、
日
吉
２
件
、
吹

上
４
件
実
施
。　

年
度
は　

件
予
定
。

１８

１９

今
後
、
自
治
会
長
か
ら
の
要
望
で
実
施

す
る
。

問　

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対
策
事
業
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
。
過
去
５
年
間
で

旧
町
が
実
施
し
た
件
数
と
事
業
規
模

は
。

答　

東
市
来
３
件
、
伊
集
院
２
件
、
吹

上
１
件
。
県
事
業
費
５
億
４
千
万
円
、

町
事
業
費
１
４
０
０
万
円
で
あ
る
。

問　

伊
集
院
朝
日
ヶ
丘
団
地
北
側
の
急

傾
斜
地
危
険
防
止
対
策
に
つ
い
て
。
こ

の
団
地
は
県
住
宅
供
給
公
社
が
昭
和　
４０

年
頃
に
造
成
、
分
譲
を
行
っ
た
事
業
で

均衡ある発展が望まれる（東市来地域）

答　

過
疎
債
は
継
続
事
業
を
優
先
し
、

国
県
の
交
付
金
事
業
に
変
え
ら
れ
る
も

の
は
変
え
て
い
き
、
交
付
金
や
補
助
金

の
残
り
の
部
分
に
過
疎
債
を
活
用
し
て

い
く
。　

〜　

年
に
起
債
償
還
の
ピ
ー

１９

２１

ク
の
時
期
が
く
る
。

問　

国
の
財
政
が
厳
し
い
中
で
、
地
方

は
交
付
税
や
補
助
金
が
削
減
さ
れ
、
厳

し
い
財
政
運
営
で
あ
る
。
歳
出
の
中
で

義
務
的
経
費
、
物
件
費
が　

％
に
も

６０

な
っ
て
お
り
、
一
方
で
補
助
費
や
投
資

的
経
費
は
大
幅
削
減
で
あ
る
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
立
場
か
ら
財
政
改
善
が
必

要
と
思
う
が
。
ま
た
合
併
特
例
債
は
合

併
の
最
大
の
目
玉
で
あ
っ
た
が
、
今
回

の
予
算
へ
の
反
映
と
今
後
の
考
え
方

は
。

答　

事
務
事
業
の
見
直
し
や
指
定
管
理

者
導
入
に
よ
っ
て
経
費
の
削
減
を
し
て

い
く
。
合
併
特
例
債
は
地
域
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
や
消
防
ポ
ン
プ
車
の
購
入
等
４

つ
の
事
業
計
画
を
し
て
い
る
。

問　

伊
集
院
が
市
の
中
心
と
し
て
、
市

の
先
導
役
と
し
て
進
ん
で
い
る
が
、
他

の
旧
３
町
は
人
口
減
少
や
産
業
の
活
力

の
衰
退
が
今
後
と
も
予
想
さ
れ
る
。
合

併
し
て
旧
３
町
が
落
ち
こ
ぼ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
均
衡
あ
る
発
展
が
重
要
と

思
う
が
、　

年
度
予
算
は
過
疎
地
に
も

１８

希
望
の
持
て
る
予
算
で
あ
る
か
。
ま
た

過
疎
債
は
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

松
尾　

公
裕　

議
員

重
水　

富
夫　

議
員

問　

本
市
農
用
地
の
整
備
状
況
と
、
今

後
の
計
画
を
伺
う
。

答　

水
田
の
整
備
率
は
東
市
来　

％
、

９４

資源ごみの分別作業（クリーンリサイクルセンター）

合
併
特
例
債
や
過
疎
債
は

　

有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
か

安
心
、
安
全
な
住
環
境
に
！

　
　

伊
集
院
朝
日
ヶ
丘
団
地
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あ
り
、
現
在
県
が
「
土
砂
災
害
警
戒
区

域
」
に
指
定
、
危
険
箇
所
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
住
民
は
梅
雨
時
期
な
ど
災
害

が
発
生
し
な
い
か
、
お
び
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
地
域
に
は
老
人
ホ
ー
ム
も

あ
り
早
急
な
対
策
が
必
要
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　

平
成　

年
３
月
、
県
は
危
険
箇
所

１７

に
指
定
、
市
は
警
戒
避
難
体
制
整
備

上
、
関
係
地
権
者
の
用
地
提
供
が
得
ら

れ
た
ら
、
地
域
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

県
に
積
極
的
に
要
望
し
て
い
く
。

朝日ヶ丘団地北側の法面崩壊

観光資源として魅力のある吹上浜

開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
り
、
大

胆
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
職
員
の
育
成
、

人
材
開
発
に
努
め
る
。

問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
ど
う
考

え
、
活
動
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い

く
か
。

答　

地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
で
あ

る
。
今
後
も
育
成
・
支
援
し
て
い
く
。

問　

社
会
福
祉
協
議
会
の
現
状
は
。

答　

４
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
設
置
、
大
き
な
問
題
は
な
い
。

問　

吹
上
浜
の
活
用
と
観
光
は
。

答　

吹
上
浜
ア
ス
リ
ー
ト
の
森
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
組
み
、
集
客

力
の
向
上
を
推
進
し
て
い
く
。

問　

日
置
市
は
現
在
２
７
４
の
自
治
会

が
あ
る
。
市
の
基
本
計
画
の
中
に
自
治

組
織
の
統
合
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

今
、
地
域
社
会
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
不
足
に
よ
る
事
件
も
多
発
し
て
い

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
自
治
会
の
役

割
は
重
要
だ
。
今
後
の
自
治
会
の
再
編

状
況
・
活
動
の
特
色
・
人
材
育
成
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

坂
口　

洋
之　

議
員三世代ゲートボール大会での楽しいひと時（伊集院地域）

問　

財
務
諸
表
を
作
成
し
、
行
政
評
価

制
度
を
導
入
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　
　

年
度
と　

年
度
を
比
較
し
た
も

１８

１９

の
を　

年
度
に
策
定
し
、
行
政
評
価
制

２０

度
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

自
治
体
経
営
の
効
率
化
は
。

答　

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
中
長

期
的
な
財
政
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
す

る
。

問　

財
産
活
用
で
歳
入
を
増
や
す
べ
き

で
は
。

答　

未
利
用
地
を
含
め
た
庁
舎
等
の
財

産
活
用
を
今
後
図
っ
て
い
く
。

問　

市
職
員
の
危
機
意
識
を
ど
う
と
ら

え
、
そ
れ
を
高
め
る
た
め
に
ど
う
す
る

か
。

答　

市
職
員
に
危
機
意
識
が
存
在
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
声
も
耳
に

し
て
い
る
。
市
民
指
向
、
競
争
原
理
な

ど
の
民
間
経
営
の
理
念
を
積
極
的
に
入

れ
、
政
策
提
案
型
の
低
コ
ス
ト
高
レ
ベ

ル
の
市
役
所
へ
の
転
換
を
め
ざ
す
。

問　

職
員
の
人
材
育
成
、
研
修
等
は
。

答　

人
材
育
成
基
本
計
画
を
策
定
、
研

修
事
業
の
方
針
等
を
周
知
済
み
。
能
力

田
畑　

純
二　

議
員

財
務
諸
表
の
作
成
と
行
政
評

価
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

自
治
会
の
再
編
状
況
と

　

国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て
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が
、
市
道
の
整
備
に
は
い
ろ
い
ろ
問
題

も
多
い
。
埋
立
地
の
目
的
が
確
定
し
た

ら
、
広
場
の
利
用
目
的
も
含
め
て
、
周

辺
部
は
防
災
上
、
整
備
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

問　

平
成　

年　

月
に
は
警
察
署
管
轄

１８

１０

の
変
更
が
あ
る
。
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
提
言
し
て
い
る
が
、
こ
の
広
場

に
警
察
署
の
建
設
を
要
望
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答　

位
置
的
・
道
路
事
情
の
良
い
所
で

あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
ま
た
県
・
国

の
管
轄
の
中
で
決
定
さ
れ
る
事
で
あ

り
、
今
後
警
察
署
に
問
い
合
せ
し
な
が

ら
、
県
の
方
針
を
聞
い
て
い
く
。

問　

市
の
未
利
用
地
の
売
却
に
つ
い

て
。

答　

道
路
改
良
後
の
残
地
等
、
市
が
利

用
し
な
い
土
地
は
近
隣
者
に
売
却
す

る
。
他
の
未
利
用
地
の
中
に
も
財
政
的

に
売
却
す
る
土
地
も
あ
る
。

答　

こ
れ
ま
で
２
７
４
の
自
治
会
が

あ
っ
た
が
、
平
成　

年
度
は
２
１
４
の

１８

自
治
会
に
再
編
さ
れ
た
。（
伊
集
院　
７０

→

　

、
東
市
来　

、
日
吉　

→

　

、
吹

７１

５３

７７

１８

上　

）
７４

　

自
治
会
の
運
営
は
過
疎
と
高
齢
化
の

問
題
も
あ
る
。
運
営
に
つ
い
て
は
住
民

と
話
し
合
い
を
進
め
な
が
ら
再
編
を
進

め
た
い
。
日
置
市
の
自
治
会
の
特
色
と

し
て
、
ふ
る
さ
と
の
伝
統
芸
能
を
継
承

す
る
自
治
会
、
子
供
会
活
動
の
充
実
し

て
い
る
自
治
会
、
活
発
な
活
動
を
市
内

各
地
で
実
施
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携

し
、
学
習
会
な
ど
を
通
し
人
材
育
成
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問　

有
事
で
の
対
応
を
定
め
る
国
民
保

護
計
画
の
作
成
を
来
年
度
中
作
成
す
る

よ
う
だ
が
、
市
長
の
国
民
保
護
計
画
の

基
本
的
な
考
え
方
、
平
和
に
対
す
る
考

え
方
は
ど
う
な
の
か
。

答　

万
一
の
武
力
攻
撃
に
備
え
る
も
の

で
あ
る
、
安
全
度
を
高
め
国
民
を
守
る

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
平
和
の
尊

さ
と
大
切
さ
を
後
世
に
伝
え
た
い
。

問　

地
方
自
治
法
に
、「
市
民
の
財
産

と
生
命
を
守
る
」
と
い
う
文
言
が
あ
る

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

安
全
、
安
心
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
頃

か
ら
働
い
て
い
る
。

問　

埋
立
て
が　

年
度
で
完
了
す
る
が

１７

今
後
何
か
利
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

県
の
確
定
測
量
等
の
手
続
き
が
終

了
し
だ
い
、
市
に
移
管
さ
れ
る
。
今
後

は
市
が
計
画
を
た
て
て
、
造
成
す
る
な

り
使
用
目
的
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

埋
立
地
横
を
通
る
市
道
の
改
良
の

考
え
は
な
い
か
。

答　

県
道
と
の
高
さ
の
違
い
な
ど
、
現

在
の
道
路
で
は
た
い
へ
ん
危
険
で
あ
る

問　

日
吉
地
域
は
現
在
自
治
会
再
編
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
他
の
地
域

へ
の
市
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　

日
吉
地
域
は　

の
集
落
を　

の
自

７７

１８

治
会
に
す
る
よ
う
理
解
を
も
ら
っ
た
。

　

少
子
高
齢
化
で
自
治
会
の
活
動
の
低

下
が
見
ら
れ
る
中
、
行
政
改
革
大
綱
を

踏
ま
え
他
の
地
域
へ
も
再
編
の
必
要
性

を
お
願
い
す
る
。

問　

行
政
嘱
託
員
の
身
分
と
責
任
は
。

答　

非
常
勤
の
公
務
員
と
な
り
、
守
秘

義
務
が
あ
る
。
市
の
行
政
か
ら
の
書
類

の
配
布
、
地
域
住
民
へ
の
行
政
伝
達
事

務
、
市
政
の
普
及
・
周
知
、
各
調
査
の

協
力
を
主
な
仕
事
と
す
る
。

問　

行
政
嘱
託
員
の
研
修
は
。

答　

２
ヵ
月
に
１
回
ぐ
ら
い
旧
町
で
行

う
、
自
治
会
連
合
会
と
話
し
合
っ
て
進

め
て
い
き
た
い
。

問　

校
区
公
民
館
の
構
想
は
な
い
の

か
。

答　

自
治
会
の
特
色
を
出
し
な
が
ら
、

行
政
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
形
で
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
の

中
で
校
区
の
役
割
が
大
き
く
な
る
。

問　

住
吉
小
に
子
ど
も
見
守
り
隊
が
で

き
、
児
童
の
安
心
安
全
の
た
め
の
活
動

を
し
て
い
る
が
、
全
市
的
に
広
め
て
い

く
事
は
考
え
て
い
な
い
か
。

答　

シ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
活
動

を
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
と
学
校
で
、
市
町

村
レ
ベ
ル
で
原
案
を
つ
く
り
、
各
校
区

で
巡
回
し
て
も
ら
う
よ
う
学
校
か
ら
お

願
い
を
す
る
。
全
市
的
に
広
め
て
い

く
。

問　

全
児
童
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
配
布
で

飯牟礼の埋立地と市道

成
田　
　

浩　

議
員

並
松　

安
文　

議
員

仮
称
「
飯
牟
礼
多
目
的
広
場
」
の

　

活
用
と
市
道
の
改
良
に
つ
い
て

児
童
の
安
全
対
策
と

　

自
治
会
の
再
編
に
つ
い
て



ひおき市議会だより　Ｈ１８．５１７

の
柱
は
現
在
の
事
業
の
分
析
評
価
、
将

来
像
の
目
標
設
定
、
目
標
実
現
方
策
の

検
討
等
で
あ
る
。
重
点
課
題
は
水
道
未

普
及
地
域
の
解
消
で
あ
る
。
未
普
及
地

域
が
あ
る
と
、
一
般
財
源
で
賄
う
こ
と

に
も
平
等
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
。

独
立
採
算
で
行
う
地
方
公
営
企
業
の
中

で
の
受
益
者
負
担
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

問　

独
立
採
算
で
は
経
費
節
減
、
負
担

し
や
す
い
環
境
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
検
査
費
の
安
い
厚
生
労
働
大

臣
登
録
の
民
間
会
社
で
支
障
無
く
検
査

委
託
を
し
て
き
た
地
域
も
あ
る
。
検
査

委
託
機
関
の
統
一
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

答　

統
一
す
る
方
向
で
、
費
用
だ
け
で

な
く
検
査
内
容
を
精
査
し
、
指
名
委
員

会
で
選
定
し
て
い
く
。

子どもたちをみんなで守ろう（車載ステッカー）

吹上・湯之元地区簡易水道施設

き
る
の
か
。

答　

新
年
度
の
予
算
で
全
児
童
に
防
犯

ブ
ザ
ー
が
配
布
さ
れ
る
。
危
険
箇
所
の

把
握
も
し
て
あ
る
。

問　

徴
収
方
法
が
２
ヵ
月
ご
と
の
検
針

徴
収
と
な
り
、
負
担
を
感
じ
て
い
る
市

民
も
多
い
。
殊
に
大
口
負
担
者
は
事
業

上
の
資
金
繰
り
に
影
響
を
受
け
て
い
る

中
で
、
滞
納
無
き
徴
収
を
い
か
に
考
え

る
か
。

答　

２
ヵ
月
検
針
徴
収
は
企
業
的
経
営

を
し
て
い
く
上
で
、
義
務
的
経
費
を
抑

え
る
目
的
で
続
け
る
。大
口
負
担
者
に
つ

い
て
は
、
分
納
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

問　

平
成　

年
度
に
ひ
お
き
ブ
ラ
ン
ド

１８

創
出
及
び
ブ
ラ
ン
ド
品
目
の
指
定
と
あ

る
が
、
そ
れ
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答　

ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
生
産
さ
れ
て

い
る
県
内
の
品
目
に
つ
い
て
、「
一
般

の
農
産
物
と
価
格
差
が
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
。」と
い
う
こ
れ
ま
で
と
は
情
勢

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
点
も
あ
り
、
品

目
の
指
定
に
は
、
十
分
な
検
討
協
議
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
日
置
市
に
お
い

て
は
、
土
地
利
用
型
農
業
よ
り
も
施
設

等
を
活
用
し
た
、
都
市
近
郊
型
の
農
業

が
条
件
的
に
有
利
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
少
量
多
品
目
的
な
農
業
経
営
と

い
う
面
か
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
品
目
と
、
県

の
農
村
産
物
認
証
制
度
で
認
証
さ
れ
た

日
吉
の
緑
竹
や
、
吹
上
の
ア
ス
パ
ラ
な

ど
も
ブ
ラ
ン
ド
品
目
に
ふ
さ
わ
し
い
品

目
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ひ
お
き
の

ブ
ラ
ン
ド
品
目
と
し
て
の
選
定
要
件
等

整
備
し
な
が
ら
、　

年
度
指
定
に
向
け

１８

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

食
育
の
推
進
の
状
況
及
び
指
導
へ

の
取
り
組
み
は
。

答　

農
林
水
産
関
係
で
は
、
地
域
食
材

を
活
用
す
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
誰

が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
栽
培
し
た
の
か
。
児
童

生
徒
と
生
産
者
と
の
給
食
交
流
会
の
開

催
、
田
植
え
・
稲
刈
り
体
験
を
通
じ
て

の
食
育
な
ど
、
教
育
委
員
会
、
給
食
セ

ン
タ
ー
、
学
校
と
の
連
携
で
食
育
は
さ

ら
に
広
が
り
が
期
待
で
き
る
。
農
林
水

産
課
で
も
、　

年
度
食
育
に
伴
う
ソ
フ

１８

ト
の
関
連
事
業
を
実
施
し
、
食
育
推
進

に
取
り
組
む
。

農村産物の認証をうけた吹上のアスパラ

下
御
領
昭
博　

議
員

問　

日
吉
・
吹
上
地
域
の
簡
易
水
道
事

業
が
地
方
公
営
企
業
と
し
て
運
営
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
様
々
な
現
状

（
水
源
地
・
取
水
方
法
・
水
質
管
理
・

料
金
等
）
の
中
で
、
水
道
事
業
全
体
計

画
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
　

年
度
に
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
と

１９

し
て
の
全
体
計
画
を
策
定
す
る
。
計
画

上
園　

哲
生　

議
員

今
後
の
水
道
事
業
に
つ
い
て

新
た
な
農
業
・
農
村
・
食
料

　
　

の
活
性
化
に
向
け
て
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問　

旧
伊
作
駅
周
辺
の
整
備
が
進
み
図

書
館
や
バ
ス
待
合
所
兼
ト
イ
レ
が
建
設

さ
れ
た
。
ま
た
観
光
案
内
所
建
設
も
計

画
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
駐
車
場
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
住
宅
ゾ
ー
ン
も

計
画
さ
れ
て
近
い
将
来
、
定
住
人
口
の

増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

新
し
い
吹
上
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
公
園
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
の
地
域
を

「
日
置
市
南
の
情
報
・
経
済
の
発
信
基

地
」
と
し
て
『
空
港
バ
ス
』
を
以
前
の

よ
う
に
停
車
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け

る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答　

伊
作
バ
ス
停
周
辺
は
旧
吹
上
町
の

時
代
か
ら「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
策
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
。
今
年
５
月

オ
ー
プ
ン
予
定
の
図
書
館
と
市
道
改
良

で
バ
ス
停
周
辺
の
整
備
が
終
わ
る
と
思

う
。
指
摘
の
バ
ス
は
平
成
８
年　

月
か

１１

ら
停
車
し
な
く
な
っ
た
。
伊
作
バ
ス
停

周
辺
の
環
境
も
変
わ
っ
た
の
で
バ
ス
会

社
に
同
バ
ス
停
へ
の
停
車
を
要
請
し
た

い
。

問　

団
塊
の
世
代
の
生
ま
れ
だ
が
、
図

書
館
や
地
区
公
民
館
の
図
書
室
を
の
ぞ

問　

こ
れ
ら
の
事
件
の
原
因
に
つ
い

て
、
ど
う
分
析
す
る
か
。

答　

複
雑
な
社
会
情
勢
に
倫
理
観
・
道

徳
感
の
欠
如
が
絡
ま
り
、
幼
児
期
か
ら

の
し
つ
け
の
問
題
も
起
因
し
て
い
る
と

思
う
。

問　

高
い
倫
理
観
を
持
つ
優
秀
な
教
師

の
獲
得
に
全
力
を
尽
く
す
べ
き
だ
が
。

答　

県
教
委
の
権
限
で
あ
り
、
勤
務
年

数
と
教
師
本
人
の
希
望
も
関
係
す
る

が
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
。

問　

こ
れ
ら
の
事
件
の
背
景
に
、
使
用

さ
れ
る
教
科
書
の
内
容
も
影
響
し
て
い

る
と
の
指
摘
も
あ
る
が
。

答　

様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
、
教
科

書
の
内
容
だ
け
が
影
響
し
て
い
る
と
は

思
わ
れ
な
い
。

問　

学
校
で
の
性
に
つ
い
て
の
教
え
方

は
発
達
段
階
に
応
じ
た
も
の
か
。

答　

県
の
指
導
書
に
沿
い
、
各
学
校
で

も
協
議
し
教
委
で
も
副
読
本
等
を
監
視

し
て
い
る
の
で
発
達
段
階
に
応
じ
て
い

る
。

問　

現
場
で
の
教
え
方
に
つ
い
て
、
市

教
委
は
立
入
り
指
導
し
て
い
る
か
。

答　

各
指
導
主
事
が
学
習
指
導
要
領
と

市
の
教
育
方
針
に
基
づ
き
指
導
し
て
い

る
。

問　

市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
有
害

図
書
自
販
機
」
対
策
の
そ
の
後
に
つ
い

て
。

答　

県
条
例
の
改
正
等
も
あ
り
、
撤
去

に
向
け
て
今
後
も
県
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
努
力
し
て
い
く
。

問　

市
内
の
５
つ
の
物
産
館
の
運
営
状

況
と
今
後
の
活
用
策
に
つ
い
て
。

答　

５
つ
の
物
産
館
合
計
で
年
間　

億
１５

円
の
売
り
上
げ
で
あ
り
、
来
年
か
ら
は

耕
地
事
務
所
と
も
連
携
を
と
り
、
農
水

産
業
全
体
の
振
興
・
地
域
づ
く
り
の
核

と
な
る
様
に
活
用
し
て
い
く
。

売上が好調の江口蓬莱館

く
と
古
い
図
書
に
出
会
う
。
現
在
市
内

４
ヵ
所
に
あ
る
図
書
館
の
廃
棄
処
分
さ

れ
る
見
込
み
の
古
い
図
書
類
を
有
効
に

活
用
し
、「
心
の
ふ
る
さ
と
」
に
帰
れ
る

方
策
と
か
「
町
お
こ
し
」
な
ど
へ
の
活

用
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

図
書
類
に
つ
い
て
は
廃
棄
後
５
年

間
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
他
の
図
書
館
・
公
共
団
体
・
社

会
教
育
団
体
な
ど
に
贈
与
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
希
望
す
る
団
体
が
あ
っ

た
ら
要
望
に
沿
う
よ
う
に
す
る
。

整備が進んだ伊作バス停周辺

中
島　
　

昭　

議
員

池
満　
　

渉　

議
員

ラ
イ
ブ
ド
ア
・
耐
震
偽
装
事

件
は
教
育
の
問
題
で
は

吹
上
商
店
街
の
活
性
化
と

古
い
図
書
の
活
用
策
に
つ
い
て
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ま
と
め

　

事
件
の
基
本
的
構
造
は
『
地
方
公
務

員
法
』
の
服
務
の
根
幹
を
忘
却
し
た
結

果
で
あ
り
、
仕
事
に
対
す
る
慣
れ
、
気

の
緩
み
か
ら
、
職
員
と
業
者
の
関
わ
り

合
い
が
指
摘
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
今
一

度
、
法
律
・
条
例
な
ど
を
精
査
熟
読
し
、

職
務
の
判
断
基
準
を
ど
こ
に
置
く
の
か

初
心
に
帰
り
見
直
し
て
欲
し
い
。
ま
た

こ
れ
ら
を
監
視
・
監
督
す
る
議
会
が
そ

の
機
能
を
充
分
に
発
揮
で
き
な
か
っ
た

事
を
市
民
・
納
税
者
に
お
詫
び
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
業
者
に
つ
い

て
も
長
年
の
慣
例
・
慣
行
に
基
づ
く
体

質
の
結
果
で
、
公
共
工
事
は
公
共
の
利

益
追
求
の
為
に
行
わ
れ
る
と
い
う
意
識

の
欠
落
で
あ
り
、
そ
の
道
義
的
責
任
が

問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

再
発
防
止
策

①
内
部
体
制
及
び
監
視
の
あ
り
方

　

公
共
工
事
に
関
す
る
業
者
・
市
民
か

ら
の
意
見
等
を
受
け
つ
け
る
窓
口
の
設

置
及
び
そ
れ
ら
の
調
査
・
審
査
の
体
制

を
構
築
し
、
職
員
の
服
務
に
か
か
る
倫

理
の
保
持
の
た
め
意
識
啓
発
を
図
る
。

更
に
適
正
な
業
務
を
執
行
す
る
為
の
管

理
職
登
用
基
準
の
明
確
化
を
図
り
、
不

正
防
止
と
活
性
化
を
促
す
た
め
、
人
事

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
明
確
化
を
進
め

る
。
合
わ
せ
て
職
員
の
技
能
・
技
術
の

向
上
の
た
め
の
専
門
研
修
を
実
施
す

る
。

②
入
札
制
度
の
あ
り
方

　

技
術
力
や
品
質
を
加
味
し
た
適
正
な

指
名
業
者
の
選
定
を
図
る
。
資
格
審
査

の
強
化
と
合
わ
せ
最
低
制
限
価
格
を
設

定
す
る
。
一
般
競
争
入
札
や
電
子
入
札

の
導
入
に
よ
り
、
競
争
性
を
高
め
不
正

行
為
防
止
の
た
め
罰
則
規
定
を
整
備
す

る
。

③
検
査
と
監
査
の
あ
り
方

　

業
務
部
門
と
検
査
担
当
課
を
分
離
し

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
る
。
ま
た

工
事
に
か
か
る
品
質
の
確
保
の
た
め
、

工
事
成
績
が
不
良
な
業
者
に
つ
い
て
は

ペ
ナ
ル
テ
ィ
規
定
を
設
け
る
。
競
争
激

化
に
よ
る
弊
害
解
消
の
為
に
工
事
保
証

制
度
を
確
立
す
る
。

④
議
会
の
責
務

　

議
員
自
ら
の
倫
理
観
を
醸
成
し
、
議

員
政
治
倫
理
条
例
に
基
づ
き
そ
の
徹
底

を
図
る
。
同
時
に
市
民
の
代
弁
者
と
し

て
様
々
な
情
報
に
対
し
的
確
な
審
査
の

確
立
を
図
り
、
迅
速
な
対
応
と
そ
の
結

果
の
公
表
に
努
め
る
。

　

む
す
び
と
し
て

　

民
の
税
金
は
社
会
的
に
公
平
・
平
等
・

透
明
の
観
点
か
ら
、
い
つ
で
も
市
民
の

た
め
に
使
わ
れ
る
べ
き
で
一
部
の
利
益

の
み
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
公
共
工

事
の
発
注
者
と
し
て
の
行
政
の
責
任
は

大
で
あ
る
。
今
回
の
事
件
を
契
機
に
、

我
々
議
員
も
自
ら
の
高
潔
を
保
ち
研
鑚

を
積
み
、
市
長
を
は
じ
め
、
全
て
の
職

員
も
公
僕
と
し
て
の
倫
理
観
と
謙
虚
さ

を
忘
れ
る
事
な
く
市
政
の
発
展
に
尽
く

す
べ
き
で
あ
る
。
公
共
工
事
は
公
金
で

あ
り
、
業
者
も
公
僕
に
等
し
い
事
を
自

覚
し
、
公
共
工
事
は
利
益
を
生
む
と
い

う
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
を
見
直
し
、
事

業
の
多
角
化
な
ど
で
厳
し
い
状
況
を
乗

り
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
連
の

事
件
に
よ
り
、
本
市
の
土
木
建
築
行
政

が
質
的
に
後
退
す
る
こ
と
な
く
、
今
後

も
市
民
と
連
携
し
て
全
国
に
誇
れ
る
モ

デ
ル
と
な
る
よ
う
に
更
な
る
努
力
が
必

要
で
あ
る
。

　

こ
の
報
告
書
を
も
と
に
市
当
局
に
も

適
宜
改
善
状
況
や
執
行
状
況
な
ど
に
つ

い
て
報
告
を
求
め
、
議
会
も
そ
の
責
務

を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

公
共
工
事
不
正
再
発
防
止
等
調
査
特
別
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
結
果
報
告

詳
細
な
報
告
書
は
議
会
事
務
局
に

あ
り
ま
す
。

〔

〕 宮路市長へ報告書を渡す宇田議長
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議
会
の
動
き　

２
月
１
日　

公
共
工
事
不
正
再
発
防
止
等
調
査
特
別
委
員
会

　
　

８
日　

議
会
運
営
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
　
（
薩
摩
川
内
市
）

　
　
　

日　

総
務
企
画
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
（
市
内
）

１３

　
　
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１６

　
　
　

日　

全
員
協
議
会

２１

　
　

〃　
　

第
１
回
臨
時
議
会

　
　

〃　
　

公
共
工
事
不
正
再
発
防
止
等
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２３

３
月
２
日　

全
員
協
議
会

　
　

〃　
　

第
２
回
定
例
会
（
第
１
本
会
議
）

　
　

３
日　

総
務
企
画
・
環
境
福
祉
・
教
育
文
化
常
任
委
員
会

　
　

６
日　

総
務
企
画
・
環
境
福
祉
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

９
日　

第
２
回
定
例
会
（
第
２
本
会
議
）

　
　

〃　
　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　

日　

第
２
回
定
例
会
（
第
３
本
会
議
・
一
般
質
問
）

１０

　
　
　

日　

第
２
回
定
例
会
（
第
４
本
会
議
・
一
般
質
問
）

１３

　
　
　

日　

第
２
回
定
例
会
（
第
５
本
会
議
・
一
般
質
問
）

１５

　
　
　

日　

総
務
企
画
・
環
境
福
祉
・
教
育
文
化
常
任
委
員
会

１６

　
　
　

日　

総
務
企
画
・
環
境
福
祉
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

１７

　
　
　

日　

総
務
企
画
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

２０

　
　
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２８

　
　
　

日　

全
員
協
議
会

３０

　
　

〃　
　

第
２
回
定
例
会
（
第
６
本
会
議
）

４
月　

日　

鹿
児
島
県
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
（
枕
崎
市
）

１０

　
　
　

日　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

１１

　
　

〃　
　

農
業
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典

　
　
　
　
　
（
南
さ
つ
ま
市
）

　

〜　

日　

関
東
東
市
来
会
（
東
京
都
）

１４

１６

　
　
　

日　

日
吉
方
面
団
消
防
操
法
大
会

１６

　
　
　

日　

全
員
協
議
会

１９

　
　

〃　
　

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

日　

県
政
説
明
会

２１

　
　
　

日　

吹
上
方
面
団
消
防
操
法
大
会

２３

　
　
　

日　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

２５

　

今
春
は
例
年
よ
り
早
く
桜
も
満
開
と

な
り
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
日
置
市
発

足
１
年
を
迎
え
ま
す
。
３
月　

日
、
平

３０

成　

年
度
予
算
を
可
決
い
た
し
ま
し

１８
た
。
合
併
後
、
初
の
本
格
予
算
で
す

が
、
財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
議
会
は
、
合
併

の
目
的
を
追
求
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
議
会
だ
よ
り
は
、
市
民

の
皆
様
の
身
近
な
機
関
紙
と
し
て
、
分

か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
ご
感
想
・
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

広
報
編
集
委
員
会
一
同

　
　

年
度
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
で

１８

　
　
　
　
　
　
　

が
ん
ば
り
ま
す
�

� �������������������������������������������

平成１７年度補正予算
　所管の各常任委員会に付託され、審議の後、本会議で原案可決されました。
　詳細は、５～９ページの各常任委員会報告に掲載してあります。

（単位：千円）◇一般会計・特別会計・公営企業会計◇

補正後予算補　正　額補正前予算

〈一般会計・特別会計〉

２５，１２５，４８７７１２，２９７２４，４１３，１９０一般会計

５，８１４，４９８１，８８７５，８１２，６１１国民健康保険特別会計

９，２９２，４３１２１９，０８４９，０７３，３４７老人保健医療特別会計

３１８，８０７７，３３５３１１，４７２特別養護老人ホーム事業特別会計

５２９，８２５－３，５１８５３３，３４３公共下水道事業特別会計

１４０，０９８－２９，４４５１６９，５４３国民保養センター及び老人休養ホーム事業特別会計

３０３，６１１－１８，４００３２２，０１１簡易水道事業特別会計

２，５６８，８９２８１，３２５２，４８７，５６７介護保険特別会計

門
松

栫坂
口

下
御
領

西
薗

花
木

委
員
長

　

池
満

副
委
員
長

　

出
水


